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1923年1月13資の金星の掩蔽
　1月13日の早曉・来國東部並に申央部の住民に稀な天丈學的現象なる月に由る金
星の掩蔽を目撃．1“るの補導麺有し．7こQ月に由る金星の統蔽ば地球会｛L。試して口絵り
　珍らしい現象でぽないが・一地方のものば非常に稀である。例へば此地で1工55年以
　前の1877年の12月の初めにあった以來一度も見ゆうものになかった。
　　丁の圖ば記者が小目遠鏡で議測けこ掩蔽の外翻怨示めすりである01月12日ば天
明暗く曇であっナこ・そして午後IOHi｝30分迄その釈態が互いナこ。其噂みり雲が散り始
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　1923年明13日の掩蔽の団（月の内鰍i楕INの筈）に始まk）・6時59分55秒に金
星剛ら輝く端の背後に見えなくなった。手咄鄭7時19分5職こ起り最後の接壌
ば7畦21分48秒であっナこ。月の像〔i圓｛こ於て示めしカ・そして曲2）尖端li　8度品分
丈け北極から東してゐナこ。潜入ロ矯ご北東28度で澤り．・Lll卿工殆ご北西2度で起つ
7こ。是等の便値ば唯推算のみである。それに赤道儀式望遠鏡上使ってみなかつ．たか
らであろ。少し舗が掩蔽の前4培Klこかyつて居り・三韓園黒日ジ帥ミ月牛部の問干渉
しナこsめScingに良好．でしt．なかつ7：0使用：D全時間ば東部標準時（E・S・Tウで
ある。
wh一一
新星に似鷺饗光星
Lewis　J．　Boss．
　ユ＝tン天丈墓のC’rCul・r第37號にインネス（lnne・）氏が1900鰍コ8｝1押0・6分・
＿27度10分の位置を有する星な攣光星だご獲表し7：0彼［i光度をユニオン二丈蔓の
光階で1916年の7月1唄PL8等21日に10・5等准興へてるろ。然る1こ＋数の以前
。）篇奨板1こis其星t工16等より　も癒駁：カ1で誕）つ7こ0
　1022年7月アレキパ1帯在申カノン（Cannc）n）壌ぱ掲立に新、．奮爲踏板奄比較して
其の墾光を獲臥しプこ。現今プiV　一一ス24吋，メトカーフ10吋，バyへ8吋　及び1吋
クツ〃望遠鏡で撮影けこ150枚の爲眞嬉試験中である。プ｝レース板・バyへ椥鐙0
分以上豚禺され凡て1916年前に撮影されたものであろが約16等の星が曲の攣光星の
近似三陸に存すろのが見えろが確かな憂光1／畳めしてみなレ｝gユ9JtC｝年「i月17日に匡
光度lll　12．Krs！一で・同年101j　l9目にぱ10・5等にユ穂光した。極大光度92等1∬917年7
月17日であって・其後光輝口最初速かに減じて同年同月27日にば10・1等になつ7：。
翌1918年の9月に1工1L5等；1920年の9刀、こ［t12・8等であった○
　スペ〃トrV板ば一枚も1得られない。光度曲線li1919年（No・4）の鷲座新星のそれ
1：似てみる様であるo
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琴座新星は誤報
　天界1月號24頁所載琴座新星出窓ば彼腿に註記ぜし如く・デンマ・P一ク配力可ナ天
覧墓のT・K6h1氏によればルマニや國フtレテヘンのM・Zv・bel氏が1922年12月1日．
琴座に一新星な嚢見ぜし旨な報ぜしば談りなろ事た通知ぜりisr。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NxtLANVVNrvNA．K．NtVN．
　　　　　　　　　　空舟座Vの週期
　104620海蛇Vなる攣光星1工非常に赤き、星にし『（近年纏ての憂光星目録にに不規則
Sされ居りしがノ・一ヴアードのレナン・カンベノレL・20n　Caml）bellが1905年以來観
測されたる12の極大及び極小な吟味ぜる所によれば週朝【工530日なりtいふ。午均
光度曲線ば第二極小の存在た示すtの事なりo
1918年鷲座新星の益獣
　ハーヴアード天丈豪にて爲ぜる齪測によれば爲眞的にば102等眼覗的に匡1，01
等：：て1918年6月より約11等減光し現在にて匡新星ミし’（爆震ぜる以前より少しく
明るきに過ぎす。同新星な昨夏四吋にて齪測ぜろ所によれは：星劇工高倍寧こて明ら
かこ菩通の星t異なりバF一ナード氏の記ぜる如く面璽2β秒L・圓盤籐嬉有し遊星欺：
星雲②外観な示ぜリ。（rl二i村）
　　　　　　　1922d　SkjeHerup，s　Cometの嚢素
メキシゴ國四天丈巌のChac♂n教授の計算居る同彗星の軌濫要素次の如し
11月25日　　12n7．　180の葎見～則より。
近日里占華美
近日黙進度
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軌道傾斜
近日黒占距離
　1923年1月3．4938日G．M．　T．
co　2・640　12’　14”
’n　2610　55，　31’，
i　230　21，　29”
q　O，9248
中村君萬歳！！
　　　　　　　　　　　　　　　　在来國ヤt一・　it　一ス　　　山本一清
　小生二三日前より篇眞を撮つずこり・軌道な計算し六りしてゐましナこが・本目催か
にNakamura彗星＝Per．rine彗星　　なる事を確めましナt！！！　詳細は後便に。
　因に　獲見の要素ば次の如し（11月29，30日及12刀1日の観測から）
　　近日黒垂通過　F＝　1922年工1月　　30，524日
　　近日卜占弓1数　＝　1750　23’45J’
　　昇降黒占黄糸塁　＝　23go　5「3，48，，
　　一W道齎傾秀眉　二　16，　　32’18，，
　　近日黒占塾鹿離　＝　0・07518　（（logq）
岡山支部二月蓮信
一・十日宮原幹事宅で「天界」研究會開催。
二・三日ご十七日　勘1吻理學會主催・左記の講演が
　　：文同好會員多奴購講、阿る有明の催しでしナこ⊃
1・栢翻性原理　六高教授　雑賀修二鄭氏
2・天燈の形厭：こついて　同　宮原　節琉
第六高等學佼であって・天
（幻燈筐用）
